
【 教職員Ⅰ・児童数 】 令和２年５月１日現在 【 教職員Ⅲ・校医 】

学年・組 担 任 名 男 女 小計 合 計 教 務 主 任

１年１組 １２ １２ ２４ 音 楽 専 科

１年２組 １２ １３ ２５ 理 科 専 科
９９

１年３組 １３ １３ ２６ 英 語 専 科

１年４組 １３ １１ ２４ 通 級 教 室

２年１組 １２ １４ ２６ 通 級 教 室

２年２組 １２ １６ ２８ 拠点校指導教員
１０９

２年３組 １３ １５ ２８ 養 護 教 諭

２年４組 １２ １５ ２７ 栄 養 教 諭

３年１組 １５ １８ ３３ 事 務 主 任

３年２組 １６ １８ ３４ １００ 事 務 補 助

３年３組 １５ １８ ３３ ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ

４年１組 １７ １４ ３１ ﾏｲﾀｳﾝﾃｨｰﾁｬｰ

４年２組 １７ １４ ３１ ９１ ﾏｲﾀｳﾝﾃｨｰﾁｬｰ

４年３組 １６ １３ ２９ 医療ケア支援員

５年１組 １４ １６ ３０ 学 級 支 援 員

５年２組 １５ １５ ３０ 学 級 支 援 員
１２０

５年３組 １４ １６ ３０ 学 級 支 援 員

５年４組 １５ １５ ３０ 学 級 支 援 員

６年１組 １７ １２ ２９ 学 級 支 援 員

６年２組 １７ １３ ３０ ８９ 学 級 支 援 員

６年３組 １７ １３ ３０ Ａ Ｌ Ｔ

わかどりⅠ ４ ２ ６ 外 国 語 活 動 指 導 補 助 員

わかどりⅡ ３ ３ ６ 図 書 館 職 員

わかどりⅢ ３ １ ４ １９ 公 仕

わかどりⅣ ０ １ １ 公 仕

わかどりⅤ ０ ２ ２ 保 健 室 補 助

合 計 ３１４ ３１３ ６２７ スクールサポートスタッフ

【 教職員Ⅱ・管理職 】 明小マスコットキャラクター
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令和２年度

吉岡町立明治小学校 学校要覧
〒３７０－３６０５ 群馬県北群馬郡吉岡町北下 ４３３

Ｔｅｌ．０２７９－５４－２１０５ Ｆａｘ．０２７９－５５－５９９９

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｅｉｊｉ．ｙｏｓｈｉｏｋａ．ｅｄ．ｊｐ

Ｅ－ｍａｉｌ：ｄａｉｈｙｏ－ｍｅｉｊｉ＠ｙｏｓｈｉｏｋａ．ｅｄ．ｊｐ

学校教育目標 心 豊 か で 自 ら 学 ぶ た く ま し い 子 供 を 育 成 す る
目指す学校像 「 活力 と 楽しさがあり 信頼される学校 」

子供たちの成長を見つめる校庭の

じらんぼ（かし）の木

【本校・校区の概要】

本校は、榛名山の南東麓、標高215ｍに位置しています。明治６(1873)年に創設された上野田学校を前身

として、明治17(1884)年、第45学区西群馬郡第25番小学校として開校しました。本年で創立136年を迎える

歴史と伝統のある学校です。令和２年度の児童数は627人、学級数は26、教職員数は59人です。

校区は、小倉､上野田､上野原､下野田､北下､南下､陣場､大久保(一部)の各地区からなり、北は渋川市、西

は榛東村、南は前橋市に接しています。中央を県道前橋伊香保線が北西から南東方向、高崎渋川バイパスが

南北方向に、東端を関越自動車道が南北方向に走っています。榛名山に向かってアルファベットのＪのよう

な形をしています。土地利用では水田や畑が多く、小倉や下野田には果樹園も見られます。小倉には工業団

地も造成されています。また、最近では住宅地が増え、現在も造成地が多く見られます。

保護者や地域の学校教育に対する関心は高く、学校での活動に外部講師や読み聞かせボランティアをはじ

め、地域の方が様々な面で学校を支えてくださります。今年度から学校運営協議会が発足し、一層の充実を

図ります。今後も教育活動の充実に努め、保護者や地域から一層信頼される学校づくりを目指します。
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心豊かで 自ら学ぶ たくましい子供を育成する
～ 活力と楽しさがあり 信頼される学校 ～

１年生交通安全教室
1年生を迎える会

心豊かな子供 自ら学ぶ子供 たくましい子供 特色ある教育活動
●児童が互いに認め合い、支え合う ●「主体的・対話的で深い学び」に向 ●児童が自らの可能性を高められる ●学校運営協議会と学校地域連携
活動を積極的に設営します。 けた授業改善に取り組みます。 ような支援を推進します。 会議を踏まえた地域と協働して

●児童会を中心としたいじめ防止活 ●「何を学ぶか」だけでなく「どのよ ●教科体育の充実を図ります。 の教科や総合などの活動
動、あいさつ運動を推進します。 うに学ぶか」を重視して授業します。 ●学校保健委員会や体育集会の内容 ●吉岡町子ども発達相談室による

●特別の教科「道徳」の時間を核に ●授業では、めあてを明示し、振り返 を充実させます。 通級指導
した道徳教育を充実させます。 りの時間を確保します。 ●安全対策を踏まえて環境を整備し、 ●英語専科とＡＬＴ、外国語指導

●なかよしチェック、なかよしアン ●学年で組織的に、学習のやくそくを 休み時間は児童全員に多様な外遊 員との英語・外国語活動
ケートを工夫し継続します。 徹底し、ノート指導や宿題の内容を びを奨励します。 ●登校班を基にした縦割り班活動

●社会福祉やボランティアに関する 工夫します。 ●栄養教諭を中心とした食育指導の による「なかよしタイム」
学習の充実を図ります。 ●専科教員による授業や高学年を中心 充実を図ります。 ●個に配慮した「めえちゃん学習

●JRCに関わる活動を推進します。 にした教科担当制を推進します。 ●「いきいき明治っ子週間」の充実 会」
●「よい子のやくそく」の徹底を図 ●漢字チャレンジ、計算チャレンジを を図ります。 ●地域と協働しての米づくり、野
ります。 充実させます。 ●児童の健康把握、健康診断後の事 菜づくりなどの栽培活動

●読書を奨励するとともに、読み聞 ●体験的な学習や問題解決的な学習を 後措置の徹底に努めます。 ●毎日の集団登校と月曜日の集団
かせを推進します。 推進します。 ●給食後の歯磨きを推進します。 下校

●草花の栽培や「動物ふれあい教室」 ●補充的な学習の充実、手引きやカー ●陸上部、水泳部、駅伝部の活動を ●部活動として取り組む高学年に
を推進します。 ドによる家庭学習を充実させます。 主体的・計画的に進めます。 よるマーチング活動

◆児童が、自らの可能性を高め、互いに認め合い、支え合う 温かく居 ◆学校運営協議会や学校公開、学習参観、親子行事などを通し
心地のよい学級づくりに努め、教師と児童、児童相互の好ましい人 て、教育活動を積極的に公開します。
間関係を構築します。 ◆学校ホームページや各種通信、吉岡町小中学校メール連絡網

◆「児童を理解する会」を実施し、保護者や、ＳＣ、教育委員会や外 を通して、積極的に情報を発信します。
部機関との連携を通して多面的に児童を理解し、不登校解消・いじ ◆ボランティア協会や社会福祉協議会などの機関と連携して、
め未然防止と早期発見早期解消に向け全校で組織的に取り組みます。 教育活動の充実を図ります。

◆校内委員会や研修等を通して、特別支援教育への理解を深め、個の 読み聞かせ（ボランティア） ◆PTAと連携した通学路点検やパトロール、「明治っ子まもり
特性に応じた対応や授業の工夫をします。 隊」や「見守り指導員」による指導を通して、登下校時の安

◆経験や持ち味などのＯＪＴ機能を生かした協働態勢で指導力の向上 全確保に努めます。
を図り、組織的に授業改善や教職員の職能成⾧に励みます。 ◆学校組織全体で、リスクマネジメントとクライシスマネジメ

◆教育公務員としての自覚をもち、服務規律の確保を徹底します。 ントに取り組みます。
◆積極的に業務改善を図り、ワークライフバランスを意識した教職員 ◆学校運営協議会の助言・意見や学校評価の結果を基に、学校
の健康管理に努めます。 運営の改善に取り組みます。

運動会


